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6月 9日(日)総会が開催されました。 

臨床の先生を含めた 20名が参加し、皆でわきあいあい・なごやかな雰囲気で開催さ

れました。 

① 会長挨拶 

② 全員：ミニ自己紹介 

③ 会計：2012年決算報告および 2013年予算案の説明がなされ承認されました。 

④ セミナー 

                 【 セミナーの内容 】 

 

1）佐藤 剛先生 「社会から見た獣医師・社会に対して何をすべきか」 

獣医師数は、3万 5千人を超え（平成 22年度）、1990年代に、10％以上の成長を示

していた獣医師の売り上げは 2000 年代に入り 2.6%と延び悩みが顕著になってきてい

る。獣医師総数が３万５千人に対して、犬・猫の個人診療施設の獣医師数は、１万３

千人と全獣医師数の約 38％を占める。一方、日本の総人口１億２千万人に対して、獣

医師数が３万５千人で、その割合はわずか 0.03％。日本標準産業分類改訂の分類では、

法律事務所、税理士事務所、設計事務所など「サービス業中・他に分類されない自由

業的、専門的なサービスを行う事業所」に分類される。   

今後、獣医師は、社会的地位の向上を目指すことが重要である。例えば、アマゾンの

川にマングローブを植林し地球温暖化を防止するなど、社会的な貢献をすることが重

要である。このようなボランティアを通じて獣医師の社会的地位の向上を図って行く
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べきである。 

身近なところでは、小学校において、薬物やタバコの有害性などを、こどもに講演し

たり、獣医師はほとんどの食の安全に携わっていることを伝えたり、公務員も企業人

も誇りをもって、名刺に獣医師と明記したい。 

（皆さんからの感想）  

・将来的に不安な要素も多い獣医業界ですが知恵を絞って発展させていきたいと  

思います。 

・日本の獣医師がアマゾンの一画で植林することで地域環境を守るというのはと

ても素敵なことだと思いました。 

・私は、獣医師ではありませんが企業人としてではなく、いち一技術者として社

会に対して何かできることはないかと考えさせられました。 

 

2)小宮山 典寛先生 「My favorite  Supplement」 

規制緩和で市場拡大が期待される「サプリメント（栄養補助食品）」は、7000 億円

に達する健康食品市場である。健康食品は、約 7割が訪問販売や通信販売などの無店

舗販売で流通している。サプリメント規制の問題点や、サプリメントの種類について

先生から説明がなされました。近年サメの肝臓から発見された「スクアラミン」が話

題となっている。魚のオメガ 3脂肪酸は、血圧とコレステロールに対するプラス効果

によって卒中のリスクが下がる場合があるとのこと。脳梗塞のキーとなる症状を見分

けたら一刻も早く救急車を呼ぶ「ACT‐FAST（アクトファスト）」の重要性を説明され

ました。プロバイオテック（生きたまま腸に行く善玉菌）とプレバイオティクス（消

化されず腸に行くオリゴ糖）の説明があり、サプリメントと組み合わせの良いものと

悪いものについて（健康食品の安全性有効性情報のホームページ要チェック）説明が

ありました。 

 （皆さんからの感想） 

    ・内容の広さにもっとじっくりとお聞きできたらと「目からウロコ」のお役立

ちサプリメントです。 

   ・特に犬や猫の胃酸の関係で体内に取り入れて本当に効果があるか検討が必要

ではないでしょうか 

   ・あまり考えずにいろんなサプリメントを摂取していますので今後は、今日の

資料をよく読んで選んでいきたいと思います。 
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3)小暮 規夫先生「院内の小さなアイデア」 

   

A) 月刊ジャーナル誌収納、展示架 

図書館などで見かける本棚と収納を兼ね備えたも

のです。5段構成です(A4版雑誌 5冊)。展示棚が手

前に開けられ、12冊（1年分）の雑誌が収められま

す。側面からの図は下記のとおり。 

 

 

 

B) 巻スカート状の顕微鏡カバー 

顕微鏡は、引き出し様にスライドできるテーブルに

置かれ、検査する人の膝の上まで近寄せることがで

きる。布で作ったカバーの特徴は、すその部分にチ

エーンを縫い込んで通しておく（風呂桶の水栓を継

いでいるボールチエーンがよい）。カバーが顕微鏡の

ライトの筒等をスムーズにまたぎ安定する。 

巻スカート型顕微鏡カバー（写真）  

 

C) ポスト型カルテ受け箱 

受付と診察室の境の壁に郵便受箱状の物入れを

工作。受付順に奥の薬局兼受付から挿入される。

出口のバーの右にある衣紋掛け様のフックはハ

ンドバックや手提げバックを掛けておく。 

 

D) 粘着テープを壁面に置く 

荷造り用の粘着テープは、入院室内では、トイレ

シートの仮固定や、汚れたシートを小さく丸めてゴミのカサを減らしたり、衣服等

の抜け毛とりetc…用途は広いので手近に置きた

い。 

壁面にプリン（プディング）やコーヒーゼリーな

どのプラ容器をビスで固定しておくとテープ置

きにピッタリです。 
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E) ペットヒーターはケージ内で縦置きにする 

ケージ内を適湿に保ち、暑すぎれば離れたところ

に寝ることができる。 

 

 

下記は次回のお楽しみ 

F)発泡スチロールとアクリル板を利用した階段式薬剤収納棚 

G)点滴バックを利用したパンフレット受け 

H)ドーム型の 3階建てカメラ＆雑誌置きワゴン 

I)スポンジの保管法 

J)ネクタイ掛けを利用した保定ひも置き場 

 

（皆さんからの感想） 

   ・病院内の機能的、合理的な発想に利用できると思ったものが沢山あり日頃のご

努力に感激いたしました。 

 ･診療に必要なもので、必要は発明の母とは良く云ったものと感心しました。 

 ･時間が少なくて残念でしたがお元気な先生にお会いできてよかったです。 

 

動物医療発明研究会のホームページできています。登録もできます。 

会員の病院・施設名、〒、住所、TEL、FAX、ホームページURLを掲載します。 

ご希望の場合は、件名に「SAMI-HP掲載希望」と明記して、データをメールにて 

hp@ispecial.co.jp (ホームページ運営受託：株式会社アイ・スペシャル）へお送りください。 

 アイデア募集中   

皆さんで共有できる素敵なアイデアありましたら、NEWSに載せます。何十倍にも価値が広がり

ます。 

 お勧めのネットブック（無料） ： 「与え好き」（原克之） 

mailto:hp@ispecial.co.jp
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